
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
①

付

『
平
　
城
　
宮
　
木
　
簡
　
一
　
』
補
　
訂
　
一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
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こ
の
概
報
に
は
、
先
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
三
十

四
）
』
（
一
九
九
八
年
一
一
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
及
び
平
城
京
跡
か
ら
出
土
し
た

木
簡
の
う
ち
主
要
な
も
の
、
及
び
『
平
城
宮
木
簡
一
』
一
～
一
８
号
の
う
ち
新
た
な

調
査
に
よ
っ
て
釈
文
を
補
訂
す
べ
き
も
の
を
収
録
す
る
。

　
以
下
、
木
簡
の
各
地
点
ご
と
の
出
土
状
況
、
『
平
城
宮
木
簡
一
』
の
補
訂
に
関
す

る
事
項
を
述
べ
、
釈
文
を
掲
げ
る
。

一
、
木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況

第
三
〇
一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｌ
Ｆ
・
６
Ａ
Ｌ
Ｓ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
九
年
四
月
～
八
月
）

　
本
調
査
は
東
院
地
区
の
整
備
・
復
原
に
先
立
つ
調
査
で
、
二
条
条
間
路
北

側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
と
そ
の
北
側
の
嬬
地
の
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
を
主
目

的
と
し
た
。
調
査
区
は
、
平
城
宮
東
院
地
区
の
南
門
（
推
定
建
部
門
）
南
側

に
あ
た
り
、
門
前
を
東
西
に
走
る
二
条
条
間
路
路
面
北
半
部
か
ら
そ
の
北
側

の
嬬
地
部
分
を
含
む
、
東
西
五
六
ｍ
、
南
北
一
一
～
一
五
ｍ
、
面
積
は
六
五

〇
�
で
あ
る
。

　
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
二
条
条
間
路
Ｓ
Ｆ
五
九
四
〇
、
同
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

五
二
〇
〇
の
他
、
嬬
地
部
分
に
建
つ
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
嬬
地
部
分
を
流
れ

る
三
条
の
南
北
溝
、
門
前
の
北
側
溝
に
架
か
る
橋
Ｓ
Ｘ
一
八
○
八
四
な
ど
で

あ
る
。

　
遺
構
は
大
き
く
Ｉ
（
平
城
宮
造
営
当
初
）
、

Ｈ
・
ｍ
（
奈
良
時
代
前
半
）
、
Ⅳ

Ｖ
（
奈
良
時
代
後
半
）
、
Ⅵ
（
奈
良
時
代
末
）
期
の
六
時
期
に
分
か
れ
る
。
Ｉ
期
に

は
、
東
院
南
面
を
区
画
す
る
施
設
が
ま
だ
造
ら
れ
て
お
ら
ず
、
1
1
期
に
東
院
南
面

を
画
す
る
東
西
掘
立
柱
塀
と
そ
れ
に
開
く
一
間
の
南
門
Ｓ
Ｂ
一
六
〇
〇
〇
Ａ
が
造

ら
れ
た
。
ｍ
期
に
東
西
塀
は
築
地
大
垣
に
変
わ
り
、
門
は
桁
行
二
間
・
梁
間
一
間

の
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
ヱ
（
○
○
Ｏ
Ｂ
に
な
り
、
Ⅳ
」
Ｖ
期
に
嬬
地
部
分
に
建
物
が

建
て
ら
れ
る
。
Ⅵ
期
に
は
、
東
院
南
門
は
礎
石
建
ち
の
Ｓ
Ｂ
こ
（
○
○
Ｏ
Ｃ
に
変

わ
り
、
そ
の
基
壇
造
成
時
に
そ
れ
ま
で
門
の
東
西
両
側
に
あ
っ
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一

六
〇
四
〇
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
ヱ
（
○
四
五
Ｃ
を
埋
め
立
て
る
。

　
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
二
条
条
間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
、
南
北
溝
Ｓ

図１　第301次調査位置図
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ｌ
ｌ
・

Ｓ
Ｄ
ｉ

二Ｉ期
SD16020

Γ‾II期
SB16000B

匹‾Ⅲ期

Ｄ
こ
（
○
四
〇
Ｂ
・
Ｓ
Ｄ
こ
（
○
四
五
Ｃ
、
橋
Ｓ
Ｘ
一
八
〇
八
四
柱
穴
、
掘
立
柱

建
物
Ｓ
Ｂ
一
ハ
ー
○
○
柱
穴
、
南
北
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
一
八
○
七
五
Ｂ
柱
穴
、
土
坑

Ｓ
Ｋ
一
八
○
九
五
・
一
八
○
九
〇
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇

　
二
条
条
間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
は
、
改
修
に
よ
り
Ａ
・
Ｂ
二
時
期
に
分
か

れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
二
小
期
に
分
け
ら
れ
る
。
Ａ
ａ
（
Ｉ
･

I
―
I
期
）
は
、
幅
一

・
五
ｍ
以
上
、
深
さ
〇
・
二
ｍ
程
の
浅
い
溝
で
、
Ａ
ｂ
（
ｍ
…
一
期
）
は
、
北
側
溝
北

岸
を
約
一
二
一
ｍ
南
に
ず
ら
し
、
規
模
は
幅
一
・
五
ｍ
以
上
、
深
さ
〇
・
三
ｍ
で

あ
る
。
Ｂ
ａ
「
Ⅳ
」
Ｖ
期
）
は
、
Ａ
ｂ
を
約
二
ｍ
南
に
掘
り
直
し
た
も
の
で
、
暗

Ⅳ期ａ

｢¬IV期ｂ

二Ｖ期
SB16000C

「‾VI期

図２　第301次調査遺構変遷図

渠
遺
構
を
と
も
な
い
、
南
門
前
辺
り
を
中
心
に
東
西
に
水
を
振
り
分
け
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
Ｂ
ｂ
（
Ⅵ
期
）
は
、
Ｂ
ａ
の
場
所
は
変
え
ず
に
、
幅
二
・
四
ｍ
に
広

げ
、
三
〇
～
五
〇
㎝
大
の
自
然
石
で
両
岸
を
護
岸
し
、
南
門
前
面
に
橋
Ｓ
Ｘ
一
八

○
八
四
を
架
け
、
橋
を
中
心
に
東
西
二
四
ｍ
の
部
分
に
二
○
～
二
○
㎝
大
の
自
然

石
を
敷
く
と
い
っ
た
大
改
修
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
敷
石
が
残
る
所
で
は
、
溝

の
深
さ
は
側
石
上
面
か
ら
Ｉ
〇
㎝
ほ
ど
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
ヱ
（
○
四
〇
・
ヱ
（
○
四
五

　
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
六
〇
四
〇
・
ヱ
（
○
四
五
は
、
南
門
が
礎
石
建
ち
に
な
る
以
前

に
、
そ
の
東
西
両
側
を
宮
内
か
ら
二
条
条
間
路
北
側
溝
に
流
れ
込
ん
で
い
た
溝
で

２



あ
る
。
い
ず
れ
も
掘
り
直
し
が
あ
る
が
、
時
期
が
新
し
い
ほ
ど
門
の
辺
り
で
東
に

移
る
。
Ｓ
Ｄ
こ
（
○
四
〇
は
Ａ
～
Ｄ
の
四
時
期
が
あ
り
、
木
簡
が
出
土
し
た
の
は

幅
〇
・
五
ｍ
、
深
さ
Ｏ
こ
二
ｍ
の
素
掘
り
の
溝
Ｓ
Ｄ
こ
（
○
四
〇
Ｂ
介
７
ｍ
期
）

で
あ
る
。

　
一
方
Ｓ
Ｄ
こ
（
○
四
五
は
Ａ
～
Ｃ
の
三
時
期
あ
り
、
木
簡
は
幅
約
〇
・
七
ｍ
の

掘
形
に
幅
○
こ
二
ｍ
の
木
樋
を
据
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
こ
（
○
四
五
Ｃ
（
Ⅳ

・
Ｖ
期
）
か
ら
出
土
し
た
。
な
お
Ｂ
（
ｍ
期
）
の
時
期
に
は
こ
の
溝
は
ｓ
Ｄ
五
二

〇
〇
を
越
え
て
、
二
条
条
間
路
上
ま
で
延
び
て
い
た
。

Ｓ
Ｘ
一
八
〇
八
四

　
Ⅵ
期
に
南
門
前
に
造
ら
れ
た
橋
Ｓ
Ｘ
一
八
○
八
四
は
、
桁
行
六
間
、
梁
間
一
間
、

柱
間
寸
法
は
桁
行
の
東
西
両
端
間
が
六
尺
、
そ
れ
以
外
は
七
尺
と
や
や
広
く
、
梁

間
は
一
一
尺
で
あ
る
。
東
西
幅
は
南
門
Ｓ
Ｂ
一
六
〇
〇
〇
Ｃ
の
中
央
三
間
と
揃
う
。

柱
は
い
ず
れ
も
掘
立
柱
。
木
簡
は
北
側
・
西
か
ら
三
つ
目
の
柱
穴
断
ち
割
り
調
査

で
出
土
し
た
。
掘
形
か
抜
取
か
は
不
明
。
ま
た
柱
穴
が
切
っ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
ヱ
（
○

四
五
Ｂ
・
Ｃ
の
埋
土
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
残
る
。

　
Ｓ
Ｂ
一
八
一
〇
〇

　
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
一
ハ
ー
○
○
は
、
南
門
西
側
の
嬬
地
部
分
に
Ｖ
期
に
造
ら
れ

た
東
西
棟
建
物
。
西
端
は
発
掘
区
外
に
延
び
、
桁
行
七
間
以
上
、
梁
間
二
間
で
床

束
を
持
つ
身
舎
に
南
庇
が
つ
く
。
柱
間
寸
法
は
桁
行
一
〇
尺
、
梁
間
八
尺
、
庇
の

出
は
Ｉ
〇
尺
。
柱
掘
形
は
身
舎
側
柱
で
Ｉ
・
八
×
一
二
一
ｍ
、
深
さ
○
・
八
ｍ
、

庇
は
Ｉ
・
八
ｍ
ｘ
一
・
五
ｍ
、
深
さ
約
一
ｍ
と
い
ず
れ
も
大
き
く
、
掘
形
内
に
は

礎
板
や
根
固
め
の
材
が
残
る
。
木
簡
は
い
ず
れ
も
柱
穴
の
断
ち
割
り
調
査
で
出
土

し
た
が
、
身
舎
南
側
柱
西
端
の
柱
掘
形
か
ら
一
点
出
土
し
た
以
外
は
、
南
庇
の
柱

穴
（
東
か
ら
五
本
目
五
点
、
掘
形
・
抜
取
不
明
、
六
本
目
掘
形
一
点
・
抜
取
穴
二

点
）
か
ら
で
あ
る
。
南
庇
は
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ａ
の
埋
土
を
切
っ
て
柱
穴
を
掘
っ
て

い
る
た
め
、
木
簡
は
溝
の
埋
土
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。

Ｓ
Ａ
一
八
〇
七
五
Ｂ

　
南
北
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
一
八
○
七
五
は
Ｓ
Ｄ
ヱ
（
○
四
五
Ｃ
西
岸
、
嬬
地
部
分
か

ら
二
条
条
間
路
に
か
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
Ａ
Ｂ
二
時
期
に
分
か
れ
る
。
柱
間

七
尺
の
Ｓ
Ａ
一
八
○
七
五
Ｂ
（
Ⅳ
期
）
柱
穴
（
抜
取
穴
）
か
ら
木
簡
一
点
が
出
土

し
た
が
、
判
読
で
き
な
い
。

　
Ｓ
Ｋ
一
八
〇
九
五

　
発
掘
区
東
隅
に
あ
る
、
直
径
約
〇
・
八
ｍ
の
土
坑
。
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ａ
ｂ
の
埋

土
を
掘
り
込
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、
Ⅳ
期
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｋ
一
八
〇
九
〇
　
。

　
発
掘
区
西
端
近
く
の
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
南
半
か
ら
二
条
条
間
路
に
か
け
て
位
置

す
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
八
〇
九
〇
は
、
東
西
二
・
二
ｍ
、
南
北
一
丁
四
ｍ
の
規
模
で
、

Ｖ
期
に
属
す
る
。
埋
土
中
に
は
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
一
ハ
ー
○
○
を
解
体
し
た
と
き

に
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
、
檜
皮
と
瓦
の
破
片
が
大
量
に
含
ま
れ
る
。

Ｑ
Ｕ



三
〇
一
（
次
調
査

　
　
　
　
　
　
（
６
Ｂ
Ｓ
Ｒ
区
）

　
（
一
九
九
九
年
七
月
～
九
月
）

　
こ
の
調
査
は
奈
良
市
都
市
計
画

道
路
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

調
査
地
は
、
現
奈
良
市
西
大
寺
東

町
、
平
城
京
右
京
一
条
二
坊
十
五

坪
周
辺
に
あ
た
り
、
奈
良
時
代
後

半
に
は
西
隆
寺
金
堂
か
ら
中
門
か

け
て
の
場
所
で
あ
る
。
南
北
に
三

つ
の
調
査
区
を
設
定
し
、
調
査
面

積
は
計
六
五
〇
�
で
あ
る
。

　
調
査
の
結
果
、
平
城
京
造
営
以
前
の
斜
行
溝
、
西
二
坊
坊
間
西
小
路
及
び
そ
の

両
側
溝
・
井
戸
、
西
隆
寺
金
堂
基
壇
正
面
の
瓦
敷
・
同
灯
簸
据
付
穴
な
ど
が
検
出

さ
れ
た
。
木
簡
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
四
〇
枠
内
埋
土
か
ら
削
屑
一
点
が
出
土
し
た
。
な

お
、
同
じ
く
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
四
〇
埋
土
最
上
層
か
ら
海
獣
葡
萄
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｅ
七
四
〇

　
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
四
〇
は
中
央
の
調
査
区
の
西
端
で
検
出
さ
れ
、
底
部
に
は
拳
大
の

磯
を
敷
き
詰
め
て
あ
っ
た
。
方
形
縦
板
組
で
、
井
戸
枠
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
枠

寸
法
で
東
西
約
一
二
一
ｍ
、
南
北
約
一
・
四
ｍ
、
深
さ
約
二
ｍ
で
あ
る
。
枠
内
埋

図３　第306次調査位置図
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図４　第306次調査遺構平面図（1 : 500）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一

土
は
灰
色
～
暗
灰
色
の
粘
砂
で
あ
り
、
西
隆
寺
造
営
時
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
み

ら
れ
、
鏡
は
そ
の
際
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
一
〇
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｇ
Ｎ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
〇
年
一
月
～
三
月
）

　
こ
の
調
査
は
、
（
財
）
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
大
乗
院
庭
園
整
備
の

た
め
の
事
前
調
査
で
あ
り
、
Ｔ
几
九
五
年
か
ら
継
続
的
に
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
今
回
の
調
査
は
入
江
や
岬
を
含
む
現
園
池
（
東
大
池
）
西
岸
中
央
部
周
辺
に

三
つ
の
調
査
区
を
設
定
し
、
調
査
面
積
は
計
約
六
〇
〇
�
で
あ
る
。

　
調
査
の
結
果
、
西
小
池
（
東
大
池
の
西
側
に
想
定
さ
れ
て
い
る
池
）
・
岬
・
石
敷

４
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図６　第310次調査遺構平面図（1 : 400）

池
底
・
池
岸
・
石
組
護
岸
・
石
組
・
溝
・
井
戸
な
ど
を
検
出
し
た
。

　
木
簡
は
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
七
六
三
〇
か
ら
一
点
出
土
し
た
。
そ
の
他
、
斎
串
、
大
乗

院
以
前
の
元
興
寺
禅
定
院
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
白
鳳
期
の
瓦
、
中
近
世
の
土
師

器
・
瓦
器
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
七
六
三
〇
に
つ
な
が
る
南
北
溝
か

ら
出
土
し
た
木
片
に
も
墨
か
と
み
ら
れ
る
模
様
が
あ
る
が
、
文
字
と
は
認
識
で
き

な
か
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
七
六
三
〇

　
南
側
の
調
査
区
で
検
出
さ
れ
た
断
面
逆
台
形
の
素
掘
り
の
溝
。
当
初
は
東
大
池

か
ら
西
側
へ
排
水
し
て
い
た
。
あ
る
時
期
に
溝
半
ば
の
深
さ
ま
で
青
灰
粘
土
で
埋

め
戻
さ
れ
、
池
の
一
部
に
取
り
込
ま
れ
た
。
そ
の
上
層
は
近
現
代
の
建
築
廃
材
が

多
量
に
含
ま
れ
、
現
代
の
整
地
が
行
わ
れ
た
段
階
で
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
木
簡
は
、
池
の
一
部
に
取
り
込
ま
れ
た
段
階
で
混
入
し
た
と
み
ら
れ
る
状
態
で

出
土
し
た
。

第
三
こ
一
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｆ
Ｋ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
〇
年
二
月
～
四
月
）

　
こ
の
調
査
は
、
阿
弥
陀
浄
土
院
推
定
地
の
範
囲
確
認
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
坪
南
半
ほ
ぼ
中
央
に
、
南
北
一
本
、
東
西
二
本
の

ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
調
査
面
積
は
計
三
五
五
�
で
あ
る
。
本
調
査
地
の
坪
北

半
は
、
第
八
〇
次
・
第
一
八
三
―
二
Ｉ
次
・
第
二
八
二
－
六
次
調
査
で
建
物
跡
な

｣
O

－
４
．
１
・
ｌ

.

_



ど
を
検
出
し
て
い
る
が
、
園
池
に

関
わ
る
遺
構
は
検
出
し
て
い
な
か

っ
た
。

　
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
に
関

わ
る
主
な
遺
構
と
し
て
、
園
池
遺

構
・
礎
石
落
と
し
込
み
穴
こ
殆
立

柱
柱
穴
・
掘
立
柱
建
物
・
土
坑
な

ど
を
検
出
し
た
。
園
池
遺
構
Ｓ
Ｇ

七
七
〇
〇
は
東
岸
、
南
東
岸
の
一

部
を
検
出
し
た
。
そ
の
他
の
岸
は

調
査
区
外
に
の
び
、
池
の
最
大
長

は
四
五
ｍ
以
上
と
み
ら
れ
る
。
レ

こIT

j

Ｉ
ダ
ー
探
査
の
結
果
な
ど
か
ら
、
　
ト
ド

現
在
検
出
し
て
い
る
遺
構
の
下
層

託

Ｓ
Ｇ
７
｀
／
肖
０

１

ｊ
り
Ｊ

・
ｃ
卜
’
N
1
1
＝
Ｌ

し

６

　
－
－

『
　
　
―
―

ｌ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｌ
　
　
ｌ
ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ
　
ｉ
｀
Ｉ
Ｉ
　
　
・
Ｉ
Ｉ
゜
｜
自
　
－
ｓ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
・

ｒ

レ
ト
リ
馴
円

¨
¨

Ｓ
Ｇ
7
7
０
０

示
し
た
刻
印
瓦
・
男
性
像
を
描
い
た
墨
画
土
器
・
奈
良
二
彩
な
ど
多
数
の
遺
物
が

出
土
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｇ
七
七
〇
〇

　
調
査
区
全
体
に
広
が
る
園
池
遺
構
。
池
岸
に
は
、
長
径
六
〇
～
八
五
回
程
度
の

護
岸
石
を
並
べ
、
灰
白
色
砂
混
青
灰
色
粘
土
で
裏
込
め
と
し
て
い
る
。
池
岸
は
複

雑
な
出
入
り
を
し
て
お
り
、
岬
・
入
江
・
中
島
・
景
石
な
ど
を
と
も
な
う
。
池
東

泌
凛
］
’
功
大
‐
‐

判
Ｉ
Ｉ
″
！
―

レ
Ｈ

に
も
園
池
遺
構
が
存
在
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
池
の
中
に
あ
る
礎
石
落
と
し
込

み
穴
群
Ｓ
Ｘ
七
六
八
〇
Ｂ
・
Ｓ
Ｘ
七
六
八
五
Ｂ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
下
層
に
掘
立
柱
柱

穴
群
Ｓ
Ｘ
七
六
八
〇
Ａ
・
Ｓ
Ｘ
七
六
八
五
Ａ
を
と
も
な
い
、
同
じ
場
所
で
掘
立
柱

建
物
か
ら
礎
石
建
物
へ
の
建
て
替
え
が
想
定
さ
れ
、
阿
弥
陀
浄
土
院
及
び
そ
れ
と

密
接
に
関
わ
る
下
層
遺
構
の
二
時
期
に
分
か
れ
る
。

　
木
簡
は
Ｓ
Ｇ
七
七
〇
〇
か
ら
一
点
、
池
底
の
埋
甕
遺
構
Ｓ
Ｘ
七
六
八
六
か
ら
削

屑
六
点
、
計
七
点
が
出
土
し
た
。
そ
の
他
、
透
し
彫
り
文
様
の
輪
郭
を
毛
彫
り
で

表
現
し
、
塗
金
の
あ
る
垂
木
先
飾
り
金
具
・
座
金
の
平
面
形
が
六
花
形
の
釘
隠
し



に
は
池
に
流
れ
込
む
東
西
溝
が
あ
る
。
池
底
は
バ
ラ
ス
敷
と
石
敷
が
み
ら
れ
る
が
、

併
存
す
る
も
の
か
二
時
期
に
な
る
か
は
不
明
。
そ
の
他
、
池
底
に
は
埋
甕
遺
構
Ｓ

Ｘ
七
六
八
六
、
及
び
埋
甕
抜
取
穴
か
と
み
ら
れ
る
Ｓ
Ｘ
七
六
八
七
が
あ
る
。

　
木
簡
は
、
南
側
の
東
西
ト
レ
ン
チ
東
端
の
池
底
堆
積
土
か
ら
一
点
出
土
し
た
。

ま
た
同
じ
地
点
か
ら
、
上
部
左
右
に
二
対
の
切
り
込
み
を
も
ち
、
表
面
調
整
・
裏

面
未
調
整
の
封
絨
木
簡
状
木
製
品
（
法
量
（
１
６
５
）
-
２
４
-
４
　
　
　
０
４
３
型
式
）
も
出
土

し
て
い
る
。

Ｓ
Ｘ
七
六
八
六

　
北
側
の
東
西
ト
レ
ン
チ
の
、
東
側
南
端
で
検
出
し
た
埋
め
甕
遺
構
。
調
査
区
内

に
か
か
る
部
分
は
北
半
分
の
み
。
地
山
を
掘
り
込
ん
で
須
恵
器
の
大
甕
を
埋
め
た

も
の
。
下
半
部
の
み
残
存
。
甕
は
径
約
一
・
〇
ｍ
で
、
据
え
付
け
掘
形
は
径
約
一

・
二
ｍ
。
土
層
の
層
序
関
係
か
ら
、
池
底
に
据
え
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
木

簡
は
甕
の
埋
土
か
ら
削
屑
六
点
が
出
土
し
た
。

　
以
上
、
一
九
九
九
年
度
の
発
掘
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
年
報
二
〇
〇
〇
－
1
1
1
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
平
城
宮
木
簡
一
』
釈
文
補
訂
　
一

　
　
『
平
城
宮
木
簡
一
』
は
、
図
版
を
一
九
六
六
年
に
、
解
説
を
Ｔ
几
六
九
年
に
刊

行
し
た
。
そ
の
後
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
を
導
入
し
た
こ
と
や
、
ま
た
保

存
処
理
で
墨
痕
が
明
瞭
に
な
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は

よ
り
詳
細
な
釈
文
の
検
討
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
同
書
に
所
収
し
た

木
簡
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
釈
文
を
補
訂
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
今
回
は

木
簡
番
号
一
～
一
８
号
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
釈
文
の
補
訂
を
行
う
。

　
　
『
平
城
宮
木
簡
一
　
（
解
説
）
』
で
は
記
号
の
使
用
法
が
現
在
と
は
若
干
異
な
る
も

の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
収
録
せ
ず
、
新
た
に
判
読
で
き
た
文
字
の
あ
る
も
の
に

限
っ
た
。
ま
た
、
法
量
に
つ
い
て
は
保
存
処
理
過
程
に
お
け
る
変
化
を
考
慮
し
て

前
報
告
書
の
ま
ま
と
し
、
型
式
番
号
に
つ
い
て
は
現
在
の
基
準
に
従
っ
て
見
直
し

た
。
な
お
、
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
概
報
の
凡
例
に
よ
っ
た
た
め
、
前
報
告

書
の
表
記
と
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
釈
文
の
訂
正
で
は
な
い
。

７



二
、
凡
例

（
こ
木
簡
は
内
容
に
よ
り
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の
を

　
原
則
と
し
た
。

（
二
）
釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「
龍
」
「
廣
」

　
　
「
賓
」
「
盛
」
「
嶋
」
な
ど
に
つ
い
て
は
右
の
字
体
を
使
用
し
た
。

（
三
）
　
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

口
口
口

口
川
Ｕ

口
　
口

口
　
口

Ｉ
Ｉ
●
Ｉ
●
Ｉ

■
－

～
　
～

　¬

L＿

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
、
上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た

も
の
。

同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
直
接
接
続
せ
ず
、
中
間
の
一
字
以
上

が
不
明
な
も
の
。

抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

抹
消
部
分
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍
に
付

し
た
。

異
筆
、
追
筆
。

¬｢‾¬

I I

心ｒ¬

×
カ

--

合
点
。

校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む

も
の
。

右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所

の
左
傍
に
・
を
付
し
、
原
字
を
上
の
要
領
で
右
傍
に
示
し
た
。

編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

　
マ
ヽ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

　
（
四
）
釈
文
下
の
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を
示

　
　
す
（
単
位
は
皿
）
。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
量
を

　
　
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
な
お
長
さ
・
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

　
（
五
）
釈
文
下
の
中
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。

　
　
型
式
番
号
は
次
の
通
り
で
、
四
桁
の
数
字
を
用
い
て
い
る
が
、
本
概
報
で

　
　
は
時
代
を
示
す
千
の
位
を
省
き
、
下
三
桁
の
数
字
で
表
し
た
。
な
お
端
と

　
　
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

6
0
1
1
型
式
　
長
方
形
の
材
の
も
の
。

目
ぶ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

目
ぶ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失

　
　
　
　
　
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
6
0
1
1
　
･
　
６
０
１
５
　
･
　
６
０
３
２
-
６
０
４
１
　
■
　
６
０
５
１
型
式

　
　
　
　
　
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

目
巴
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

８



目
函
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

目
丿
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
方
頭

　
　
　
　
　
こ
主
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

呂
路
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

６
０
３
３
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら

　
　
　
　
　
せ
た
も
の
。

６
０
３
９
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折

　
　
　
　
　
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
３
１

　
　
　
　
　
･
　
６
０
３
２
　
･
　
６
０
３
３
　
-
　
６
０
４
３
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

目
た
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た

　
　
　
　
　
も
の
。

目
さ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、
左

　
　
　
　
　
右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

目
色
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い

　
　
　
　
　
る
か
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も

　
　
　
　
　
の
。

否
認
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

目
昭
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕

　
　
　
　
　
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
３
３
-
６
０
５
１
型

　
　
　
　
　
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

目
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
（
　
）
内
に
製
品

　
　
　
　
　
名
を
註
記
し
た
。

呂
呂
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

呂
一
型
式
　
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

呂
沢
型
式
　
削
屑
。

　
　
括
弧
内
の
番
号
は
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
型
の
型
式
を
表

　
　
わ
す
。

（
六
）
釈
文
下
の
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・

　
　
数
字
）
を
記
し
た
。
Ｚ
は
地
区
不
明
を
示
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土
し

　
　
た
破
片
が
接
続
し
た
も
の
は
地
区
名
を
併
記
し
た
。

（
七
）
釈
文
の
出
土
地
点
下
に
付
し
た
「
＊
」
印
は
、
口
絵
図
版
に
写
真
を

　
掲
げ
た
木
簡
を
示
す
。
例
え
ば
「
芯
」
は
「
図
版
二
」
に
対
応
す
る
。

　
木
簡
の
釈
読
に
は
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
の
舘
野
和
己
・
渡
辺

晃
宏
・
山
下
信
一
郎
（
当
時
・
現
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
）

・
吉
川
聡
・
馬
場
基
が
あ
た
り
、
鷺
森
浩
幸
・
岩
宮
隆
司
・
山
本
崇
氏
の
助
力

を
得
た
。
ま
た
、
編
集
に
際
し
て
は
、
北
村
有
貴
江
・
小
池
綾
子
・
杉
本
敬
子

・
中
岡
泰
子
・
松
下
夕
子
・
南
島
真
理
子
・
八
木
典
子
氏
の
助
力
を
得
た
。
写

真
は
牛
嶋
茂
・
中
村
一
郎
及
び
杉
本
和
樹
氏
の
撮
影
に
よ
る
。

　
本
書
の
編
集
は
馬
場
基
が
担
当
し
た
。
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右
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右
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平城宮木簡出土地点図

平城京木簡出土地点図
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●木簡出土地

▲1999年度木簡出土地

●木簡出土地

▲1999年度木簡出土地
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